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今号の主な内容 

◇自由民主党「臨床検査に関する制

度推進議員連盟」開催報告 

◇１１月の主な活動 

 

 

日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

 
 

１１月の主な活動 11月29日本放射線技師連盟/日本臨床検査技師連盟と定期的連絡懇話会を開催しました。両団

体での互いの活動状況を共有し、共同して要望事項等を進めていく会を定期的に行っています。 

自由民主党「臨床検査に関する制度推進議員連盟」開催報告 

 12月6日 自由民主党「臨床検査に関する制度推進議員連盟」（衛藤征士郎会長）が衆議院議員会館会議室で開催され
た、日本臨床衛生検査技師会と日本臨床検査技師連盟の連名で要望した「令和6年度予算・税制等に関する要望書/一
般政策要求」について説明を行いその必要性を求めた。出席した国会議員から「厚労省は早急に対応すべき」 との意見
が上がった。出席していた厚生労働省の担当官 からは厚生労働研究班の調査報告が来年5月にまとまる見通しで、「研
究結果が今後出てくるので結果を見て検討したい」と発言があった。 これに対して、国会議員から次の要望があった。 

〇三ッ林裕巳衆院議員： 細胞判定などでの業務独占の要望について「（臨床検査を）誰がやっても構わないのは明らか
に間違いだ」  

〇古川俊治氏参院議員 （議連幹事長）：内部・外部精度管理の義務化について「（現場では）現に実施されている」、「体
制等の現状や問題を整理しさまざまな課題を検討する」 など今後ゲノム検査も院内で行われるとして「早急にやってほし
い」 タスクシフト／シェアで検査技師ができる業務の明確化については、「医行為ではないものは実施できるのが原則」と
し 要望の内容沿った対応を求めた。 

当日は日本臨床衛生検査技師会から宮島会長や神山清志執行理事、日本臨床検査技師連盟から長沢光章代表や深

澤恵治幹事長、滝野寿事務局長ら計26人が出席した。  

長沢連盟代表 （上) 

出席いただいた 日臨技、

日技連の関係者 （左） 

衛 藤 征 士 郎

会長（上） 


